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長
良
・
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た

水
郷
の
地
・
瑞
穂
市（
旧
巣
南
町
）

地
域
の
歴
史

瑞
穂
市
西
部
の
旧
巣
南
町

濃
尾
平
野
の
北
西
部
、
岐
阜
市
と
大

垣
市
の
間
に
位
置
す
る
瑞
穂
市
は
、
市

の
西
側
を
根
尾
川
と
揖
斐
川
が
流
れ
、

東
側
を
長
良
川
が
流
れ
て
い
る
低
湿
平

坦
な
輪
中
地
帯
で
す
。
両
大
河
の
間
を

五ご

六ろ
く

川
・
犀さ
い

川
・
長
ち
ょ
う

護ご

寺じ

川
が
南
流

し
、
長
良
川
に
注
ぎ
ま
す
。
瑞
穂
市

は
、
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
五
月

に
本
巣
郡
穂ほ

積づ
み

町
と
同
巣す

南な
み

町
が
合
併

し
て
で
き
た
市
で
、
今
号
で
は
市
の
西

側
に
あ
た
る
旧
巣
南
町
地
域
の
歴
史
を

主
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。

当
地
域
は
、
根
尾
川
が
造
っ
た
扇
状

地
の
末
端
部
に
あ
た
る
三
角
州
地
帯

で
、
細
か
い
土
砂
が
堆
積
し
た
平
坦
部

で
湧
水
が
多
く
、
水
田
の
開
拓
が
容
易

な
地
域
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
濃
尾
平

野
の
中
で
も
い
ち
早
く
人
が
定
住
し
稲

作
を
行
っ
た
地
域
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
、
居い

倉く
ら

・
重し
げ

里さ
と

地
区
で
弥
生
式
土
器

の
破
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
巨
大
な
前
方
後
円
墳
で
あ
る
居
倉

大
塚
や
、
重
里
の
七
塚
と
称
さ
れ
る
古

墳
群
の
存
在
が
、
当
地
の
先
進
性
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
歴
史
か
ら
見
て
も
、
同
様

な
こ
と
が
知
れ
ま
す
。「
垂す
い

仁に
ん

天
皇
紀

（
日
本
書
紀
）」
や
「
倭や
ま
と

姫
ひ
め
の

命
み
こ
と

世せ
い

紀き

」

に
、
皇
女
倭
姫
命
が
、
天あ
ま

照
て
ら
す

大お
お

神
み
か
み

を
お

祀
り
す
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
地
を

求
め
て
大
和
か
ら
伊
賀
・
近
江
・
美
濃

等
の
諸
国
を
巡
り
、
伊
勢
神
宮
に
至
る

ま
で
に
、
各
地
で
一
時
的
に
天
照
大
神

を
お
祀
り
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、

そ
の
中
に
「
美
濃
の
伊い

久く

良ら

河
が
わ
の

宮み
や

」
の

名
が
あ
り
ま
す
。
居
倉
の
天
神
神
社
が

伊
久
良
河
宮
の
跡
で
、
境
内
に
は
古
代

の
祭さ
い

祀し

遺
跡
で
、
神
の
宿
る
石
と
い
う

意
味
の
御み

船ふ
な

代し
ろ

石い
し

が
祀
ら
れ
て
お
り
、

神し
ん

獣
じ
ゅ
う

文も
ん

鏡
き
ょ
う

な
ど
の
祭
祀
遺
物
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

こ
の
伝
承
は
、
当
地
域
が
古
代
美
濃

国
の
拠
点
で
あ
り
、
そ
の
象
徴
と
し
て

美
江
寺
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

律
令
制
の
下
で
は
、
一
じ
ゅ
う

七し
ち

条
じ
ょ
う

・
一
じ
ゅ
う

八は
ち

条
じ
ょ
う

な
ど
が
地
名
と
し
て
残
っ
て
お
り
条
理

制
の
存
在
を
示
し
て
い
ま
す
。

中
世
の
美
江
寺

養よ
う

老ろ
う

三
（
七
一
九
）
年
、
元げ
ん

正
し
ょ
う

天
皇

の
美
濃
行
ぎ
ょ
う

幸こ
う

中
に
、
伊
賀
国
名
張
の
坐ざ

光こ
う

寺じ

か
ら
十
一
面
観
音
像
を
当
地
十
じ
ゅ
う

六ろ
く

条
じ
ょ
う

村
へ
移
し
て
、
美
江
寺
が
創
建
さ
れ

た
と
さ
れ
ま
す
。

中
世
の
美
江
寺
は
、
国
司
源
美
濃
守

国く
に

房ふ
さ

が
寺
領
を
寄
進
し
て
以
来
、
末
裔

で
あ
る
土
岐
氏
が
代
々
崇
敬
し
て
き
ま

し
た
。
室
町
時
代
前
期
に
は
土
岐
頼よ
り

員か
ず

が
齋さ
い

田た

村
（
安
八
郡
神
戸
町
）
を
寄
進

し
、
美
濃
国
守
護
土
岐
持も
ち

益ま
す

は
、
文ぶ
ん

明め
い

二
（
一
四
七
〇
）
年
に
美
江
寺
で
剃て
い

髪は
つ

得と
く

度ど

し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
つ
い

で
土
岐
成し
げ

頼よ
り

が
永え
い

正
し
ょ
う

二
（
一
五
〇
五
）

年
に
幕
下
の
十
六
条
城
主
和
田
佐
渡
守

に
修
繕
を
命
じ
、
堂
塔
・
諸
院
の
二
四

箇
所
を
再
興
し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
後
斎
藤
道
三
が
、
天て
ん

文ぶ
ん

一
一

（
一
五
四
二
）
年
に
は
土
岐
氏
を
放
逐

し
て
美
濃
国
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。

斎
藤
道
三
は
、
同
年
九
月
に
は
土
岐
氏

に
臣
従
す
る
十
六
城
の
和
田
氏
を
攻
め

1

瑞
穂
市
の
西
部
・
旧
巣
南
町
地
域
は
、
美
濃
国
に
お
い
て
稲

作
の
先
進
地
域
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
ま
た
近
世
で
は
、
中
山
道

の
美み

江え

寺じ

宿
に
て
、
皇
女
和
か
ず
の

宮み
や

が
下
向
の
お
り
、
揖
斐
川
を
渡

る
呂ろ

久く

の
渡
し
で
、「
落
ち
て
行
く

　身
と
知
り
な
が
ら

　も

み
じ
ば
の

　人
な
つ
か
し
く

　こ
が
れ
こ
そ
す
れ
」
と
歌
を
詠

ん
で
い
ま
す
。

天神神社（伊久良河宮跡）

旧巣南町

七崎

居倉

森

田ノ上

宮田

大月

古橋

中宮呂久

重里

唐
栗

美江寺

十九条

横屋

東
海
道
本
線

樽

見

線

十
七
条十

八
条

国道
21号

伊久良河宮跡∴

安八町

神
戸
町

五
六
川

犀
川

揖
斐
川

根
尾
川 本巣市

大垣市

瑞穂市
旧巣南町 旧穂積町



地
域
の
歴
史

滅
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
土
岐
氏

の
庇
護
を
受
け
て
い
た
美
江
寺
は
稲
葉

山
（
岐
阜
）
城
下
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

美
江
寺
宿
と
和
宮
降
嫁

江
戸
時
代
の
美
濃
国
は
、
多
く
の
領

主
が
分
割
支
配
し
て
お
り
、「
正
し
ょ
う

保ほ
う

郷

帳
」
に
よ
れ
ば
、
当
地
域
は
、
十
七
条

村
一
，〇
三
三
石
が
尾
張
藩
領
、
呂ろ

久く

・

中
な
か
の

宮み
や

・
宮み
や

田で
ん

・
大お
お

月つ
き

・
森
の
五
ケ
村

二
，
五
七
〇
石
が
大
垣
藩
領
、
美
江
寺

村
八
九
八
石
が
加
納
藩
領
で
、
ほ
か
に

幕
府
直
轄
地
（
明
和
年
間
以
後
は
大
垣

藩
領
）
が
古
橋
・
十
じ
ゅ
う

五ご

条
じ
ょ
う

・
十
八
条
な

ど
で
二
，〇
〇
〇
石
余
、
旗
本
領
が
居

倉
・
横
屋
・
北
脇
・
堤
・
田
ノ
上
・
東

座
倉
・
三
日
市
場
・
一
ツ
木
・
唐か
ら

栗く
り

・

北
脇
な
ど
で
三
，
七
〇
〇
石
余
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
中
で
も

美
江
寺
村
は
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
加

納
藩
領
↓
幕
府
直
轄
地
↓
加
納
藩
領
↓

幕
府
直
轄
地
↓
大
垣
藩
領
と
変
遷
し
ま

し
た
。

天て
ん

正
し
ょ
う

元
（
一
五
七
三
）
年
以
降
、
昔

の
東
山
道
が
南
に
移
り
、
赤
坂
↓
呂
久

↓
美
江
寺
↓
河ご
う

渡ど

↓
加
納
へ
の
新
路
が

開
か
れ
、
江
戸
幕
府
が
こ
れ
を
整
備
し

て
中
山
道
と
し
ま
し
た
。
宿
場
は
、
当

初
赤
坂
宿
か
ら
河
渡
宿
で
し
た
が
、
寛か
ん

永え
い

一
四
（
一
六
三
七
）
年
に
美
江
寺
宿

を
設
置
し
伝
馬
二
五
匹
を
常
備
し
ま
し

た
。
こ
の
宿
は
、
赤
坂
・
河
渡
の
宿
と

の
距
離
が
短
く
、
泊
ま
り
の
需
要
が
少

な
い
宿
で
あ
り
、
寛か
ん

文ぶ
ん

五
（
一
六
六

五
）
年
の
記
録
で
は
、
家
数
七
五
軒
で

茶
屋
・
旅
籠
も
な
く
宿
場
の
機
能
を
果

た
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
陣
が
置

か
れ
た
の
も
、
宿
場
開
設
か
ら
三
二
年

た
っ
た
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
で
、

加
納
藩
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
旅
籠
も
一
〇
数
軒
が
営
ま

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
数
は
時
代
に
よ
っ

て
増
減
が
多
く
不
安
定
で
、
宿
場
の
経

営
は
困
難
を
伴
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
を
通
し
て
、
禁き
ん

中
ち
ゅ
う

・
公
家

が
経
済
的
な
援
助
を
期
待
す
る
一
方
、

武
家
は
官
位
の
昇
進
を
願
っ
て
、
両
者

の
間
で
縁
組
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
宮

家
や
公
家
の
姫
君
が
江
戸
に
降こ
う

嫁か

し
て

い
ま
す
。
姫
君
の
下げ

向こ
う

に
は
、
専
ら
中

山
道
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東

海
道
は
往
来
が
多
い
こ
と
、
海
路
が
あ

る
こ
と
、
河
川
の
氾
濫
の
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
駿
河
国
に
あ
る
「
薩さ
つ

埵た

峠
」
や
「
縁え
ん

切き
り

坂ざ
か

」
の
地
名
が
不
吉
と

し
て
避
け
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
姫
君
の
通
行
は
数
百
人
の
大
行
列

で
、
そ
の
都
度
、
宿
場
は
人じ
ん

馬ば

継つ
ぎ

立た
て

の

供
出
や
建
物
・
橋
の
修
繕
な
ど
多
大
な

出
費
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
中
で
も
文ぶ
ん

久
き
ゅ
う

元
（
一
八
六
一
）

年
、
公
武
合
体
の
た
め
に
孝
明
天
皇
の

妹
、
和
か
ず
の

宮み
や

が
将
軍
徳
川
家い
え

茂も
ち

に
嫁
い
だ

下
向
の
列
は
、
前
後
四
日
間
に
及
ぶ
か

つ
て
な
い
大
規
模
な
も
の
で
し
た
。

当
地
の
南
西
部
に
位
置
す
る
呂
久
の

渡
し
（
呂
久
村
）
は
、
揖
斐
川
を
通
過

す
る
要
所
で
し
た
。
天
正
八
（
一
五
八

〇
）
年
、
織
田
信
長
は
、
渡
船
の
た
め

呂
久
村
を
諸
役
免
除
と
し
ま
し
た
。
こ

の
方
針
は
続
く
権
力
者
に
引
き
継
が

れ
、
中
山
道
が
整
備
さ
れ
た
際
も
呂
久

村
が
揖
斐
川
の
渡
船
場
と
な
り
ま
し

た
。
和
宮
も
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）

年
一
〇
月
二
六
日
に
大
垣
藩
が
用
意
し

た
御
座
船
で
呂
久
の
渡
し
を
渡
り
ま
し

た
。
こ
の
時
、
船
中
か
ら
東
岸
の
屋
敷

の
庭
に
色
鮮
や
か
に
紅
葉
し
た
楓
を
見

て
、
そ
の
美
し
さ
に
感
懐
を
托
し
て
、

「
落
ち
て
行
く

　身
と
知
り
な
が
ら

　

も
み
じ
ば
の

　人
な
つ
か
し
く

　こ
が

れ
こ
そ
す
れ
」
と
一
首
を
詠
ま
れ
ま
し

た
。幕

末
動
乱
の
時
代
を
生
き
た
和
宮
の

遺
徳
を
偲
ん
で
、
昭
和
四
（
一
九
二

九
）
年
に
呂
久
の
地
に
歌
碑
（
東
伏
見

宮
妃
周
子
の
筆
）
が
建
て
ら
れ
、
周
囲

を
日
本
庭
園
と
し
て
整
備
し
、
小お

簾ず

紅こ
う

園え
ん

と
称
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
和
宮
下

向
道
中
で
唯
一
の
御
旧
蹟
で
、
楓
が
多

く
植
え
ら
れ
紅
葉
の
名
所
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

農
業
の
近
代
化
が
進
む
瑞
穂
市

平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
五
月
に

穂
積
町
と
巣
南
町
が
合
併
し
て
で
き
た

瑞
穂
市
は
、
古
来
か
ら
の
稲
作
先
進
地

で
す
が
、
近
年
の
米
の
生
産
調
整
に

よ
っ
て
、
柿
、
梨
な
ど
の
果
樹
や
都
市

近
郊
の
有
利
性
を
活
か
し
た
施
設
農
業

に
転
換
さ
れ
、
い
ち
ご
や
花
卉
の
栽
培

が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

全
国
の
甘
柿
の
中
で
も
最
優
秀
品
種

と
し
て
有
名
な
「
富ふ

有ゆ
う

柿
」
は
、
瑞
穂

市
（
旧
巣
南
町
）
が
原
産
地
で
す
。
居

倉
に
原
木
が
残
っ
て
お
り
、
市
の
天
然

記
念
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
花
卉
生
産

は
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
に
切

り
バ
ラ
施
設
の
団
地
化
を
図
っ
た
の
が

始
ま
り
で
、
市
内
北
西
部
の
数
箇
所
に

省
エ
ネ
モ
デ
ル
の
温
室
団
地
が
整
備
さ

れ
、
花
づ
く
り
の
近
代
化
が
図
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
サ
ボ
テ

ン
、
洋
ラ
ン
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
カ
ラ
ン

コ
エ
な
ど
の
鉢
物
や
バ
ラ
苗
を
生
産
す

る
農
家
も
あ
り
、
岐
阜
県
下
で
も
屈
指

の
花
卉
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
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扇
状
地
末
端
部
と

低
湿
平
坦
地
に
形
成
さ
れ
た
三
輪
中

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

瑞
穂
市
内
を
流
れ
る
河
川

瑞
穂
市
は
、
揖
斐
川
と
長
良
川
に
挟

ま
れ
、
両
川
の
堆
積
土
砂
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
扇
状
地
の
末
端
部
と
、
そ
れ

に
続
く
低
湿
平
坦
地
帯
で
、
糸い
と

貫ぬ
き

川

（
後
に
廃
川
と
な
る
）・
五ご

六ろ
く

川
・
中な
か

川
・
犀さ
い

川
な
ど
が
蛇
行
し
て
流
れ
て
い

ま
す
。
北
部
の
扇
状
地
末
端
部
で
は
、

伏
流
水
が
湧
出
し
中
小
河
川
と
な
り
、

肥
沃
な
平
坦
地
と
豊
富
な
水
の
恵
ま
れ

た
水
郷
を
つ
く
り
、
稲
作
の
好
適
地
で

し
た
。
一
方
、

河
川
氾
濫
な
ど

水
害
が
多
発
す

る
洪
水
常
襲
地

帯
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

長
良
川
と
揖

斐
川
の
間
を
流

れ
る
中
小
河
川

は
次
の
通
り
で

す
。

・
糸い
と

貫ぬ
き

川

　

昭

和

二

五

（
一
九
五
〇
）
年

に
廃
川
に
な
る
前

は
、
本
巣
市
を
南

流
し
、
本
巣
郡
北

方
町
を
経
て
、
生な
ま

津づ

で
長
良
川
に
流

入
す
る
流
路
延
長

約
一
一
㎞
の
河
川
で
し
た
。

・
五
六
川

本
巣
市
南
部
の
湧
水
を
集
め
た
戸
泉

川
と
赤
瀬
川
、
犀
川
が
合
流
し
、
そ
の

後
、
長
良
川
に
合
流
す
る
流
路
延
長
約

七
・
五
㎞
の
河
川
で
す
。
長
良
川
と
揖

斐
川
の
間
で
最
も
低
地
を
流
れ
る
の

で
、
長
良
川
が
増
水
す
る
と
逆
流
し
て

氾
濫
し
ま
し
た
。

・
中
川

本
巣
市
宗そ
う

慶け

や
小こ

柿が
き

な
ど
の
湧
水
を

集
め
て
南
流
し
、
下
穂
積
と
祖
父
江
の

間
で
長
良
川
に
合
流
す
る
流
路
延
長
約

八
㎞
の
河
川
で
す
。

・
犀
川

本
巣
市
下し
も

真ま

桑く
わ

の
湧
水
を
源
に
南
流

し
て
、
野の

白ば
く

の
南
で
五
六
川
を
合
わ
せ

長
良
川
に
注
ぐ
流
路
延
長
約
一
三
㎞
の

河
川
で
す
。

・
長
ち
ょ
う

護ご

寺じ

川

木
曽
川
上
流
改
修
（
大
正
改
修
）
以

前
は
、
七な
な

崎さ
き

に
源
を
発
し
古
橋
の
西
南

端
で
揖
斐
川
に
注
い
で
い
ま
し
た
。
改

修
工
事
で
揖
斐
川
合
流
部
は
締
め
切
ら

れ
、
古
橋
の
北
端
で
犀
川
に
切
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。

三
輪
中
の
形
成

当
地
域
の
水
害
は
、
宝ほ
う

暦れ
き

治
水
（
一

七
五
四
〜
一
七
五
五
）
以
後
増
加
し
て

お
り
、
下
流
域
で
の
河
川
改
修
が
上
流

の
治
水
に
影
響
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
洪
水
を
防
御
し
、
さ
ら
に
地
区
内

の
後
背
湿
地
を
開
拓
す
る
た
め
に
、
輪

中
堤
が
築
造
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

以
下
に
、
五
六
輪
中
・
古
橋
輪
中
・

七
崎
輪
中
の
詳
細
を
示
し
ま
す
。

・
五
六
輪
中

東
南
部
を
長
良
川
右
岸
堤
、
東
北
部

を
糸
貫
川
右
岸
堤
、
西
部
か
ら
南
部
を

犀
川
左
岸
堤
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
輪
中

で
、
北
部
は
堤
防
の
な
い
「
明あ
き

所
ど
こ
ろ

」
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
輪
中
堤
が
築
か
れ

る
以
前
の
地
形
を
大
ま
か
に
捉
え
る

と
、
東
に
長
良
川
・
糸
貫
川
の
自
然
堤

防
が
あ
り
、
西
を
犀
川
自
然
堤
防
が

あ
っ
て
、
そ
の
間
の
後
背
湿
地
に
湧
水

を
集
め
た
中
川
と
五
六
川
が
流
れ
て
い

ま
し
た
。
上
位
部
の
扇
状
地
末
端
部
で

大
量
に
湧
出
す
る
湧
水
の
円
滑
な
排
水

と
、
長
良
川
の
水
位
が
上
が
る
と
逆
流

に
よ
っ
て
氾
濫
す
る
中
川
・
五
六
川
の

洪
水
防
御
が
こ
の
輪
中
の
課
題
で
し

た
。宝ほ

う

永え
い

二
（
一
七
〇
五
）
年
の
絵
図

に
、
輪
中
形
成
の
過
程
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
長
良
川
・
糸
貫
川
右
岸
に
上か
み

真ま

桑く
わ

村
付
近
か
ら
穂
積
村
ま
で
の
堤
防
が

記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
中
川
と
の
間
に
穂

積
村
と
中
川
以
東
の
別べ
っ

府ぷ

・
只た
だ

越こ
し

村
を

囲
む
掛
廻
堤
が
記
さ
れ
て
お
り
、
穂
積

輪
中
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
川
と
犀
川
間
で
は
、
牛う
し

牧き

輪
中
が

形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
犀
川
の
左

岸
一
じ
ゅ
う

四し

条
じ
ょ
う

村
（
本
巣
市
）
付
近
か
ら
宝ほ
う

江え

村
付
近
に
堤
防
が
見
ら
れ
ま
す
。
中

川
と
五
六
川
の
間
は
後
背
湿
地
で
、
高

位
部
か
ら
流
れ
る
湧
水
を
一
時
的
に
留

め
る
湧
水
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
地
域
が
江
戸
時
代
に
な
っ
て
開
拓
が

進
み
、
新
田
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
う
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根
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、
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地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

し
た
新
田
を
水
害
か
ら
守
る
に
は
、
洪

水
時
に
長
良
川
か
ら
逆
流
し
た
水
が
氾

濫
し
な
い
よ
う
に
逆
ぎ
ゃ
く

水す
い

樋
門
を
設
置
す

る
こ
と
と
、
上
位
部
の
水
が
流
入
し
な

い
よ
う
に
五
六
川
の
両
岸
に
築
堤
し
た

り
、
川
と
直
角
に
横
堤
を
築
く
こ
と
で

し
た
。

逆
水
樋
門
の
設
置
に
は
、
下
流
の
墨す
の

俣ま
た

輪
中
か
ら
は
障
害
と
な
る
こ
と
か
ら

反
対
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、
幕
府
直
轄

地
の
本
田
陣
屋
に
代
官
と
し
て
赴
任
し

た
川
崎
平へ

右い

衛え

門も
ん

が
、
墨
俣
輪
中
を
説

得
し
て
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
に

五
六
川
逆
水
樋
門
を
設
置
し
ま
し
た
。

平
右
衛
門
の
樋
門
設
置
と
地
元
の
村
々

に
よ
る
附
帯
工
事
は
、
上
流
の
村
々
の

反
対
を
押
し
切
り
、
五
六
川
護
岸
堤
を

右
岸
で
は
一
七
条
村
ま
で
、
左
岸
で
は

上う
え

本ほ
ん

田で
ん

村
（
旧
穂
積
町
）
ま
で
築
堤
し

ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
中
川
の
右
岸

堤
も
で
き
て
い
た
と
す
る
と
、
牛
牧
輪

中
の
形
成
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

牛
牧
輪
中
は
、
天て
ん

明め
い

八
（
一
七
八

八
）
年
に
中
川
逆
水
樋
門
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
で
、
穂
積
輪
中
と
ひ
と
つ
の
輪

中
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
牛
牧
輪
中

を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
に

な
っ
て
か
ら
五
六
輪
中
と
称
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

・
古
橋
輪
中

揖
斐
川
・
根
尾
川
の
扇
状
地
の
末
端

部
に
あ
た
り
、
北
か
ら
東
を
犀
川
右
岸

堤
、
北
西
部
を
長
護
寺
川
左
岸
堤
、
西

南
部
を
揖
斐
川
右
岸
堤
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
南
部
の
一
部
で

は
、
結ゆ
い

輪
中
堤
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

犀
川
は
、
古
く
は
根
尾
川
の
旧
流
路
と

さ
れ
、
古
橋
輪
中
の
集
落
は
犀
川
の
自

然
堤
防
上
に
あ
り
ま
し
た
。

輪
中
の
成
立
過
程
を
正
確
に
示
す
史

料
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
犀
川
に
つ
い
て

は
、
五
六
輪
中
で
触
れ
た
宝
永
二
年
の

絵
図
で
右
岸
も
一
四
条
村
か
ら
美
濃
路

（
結
輪
中
堤
）
ま
で
堤
防
が
続
い
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
輪
中
の
輪
頂
部
で
、
犀

川
右
岸
堤
か
ら
長
護
寺
川
左
岸
堤
に
続

く
堤
防
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
揖
斐
川

左
岸
は
絵
図
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

周
囲
の
状
況
か
ら
堤
防
が
あ
っ
た
と
推

察
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
古
橋
輪
中
の
掛
廻
堤
は
、

宝
永
二
年
の
時
点
で
は
完
成
し
て
い
た

こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
南
部
で
結
輪
中

堤
を
借
堤
し
て
い
る
の
で
、
結
輪
中
の

築
堤
以
降
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

・
七
崎
輪
中

七
崎
輪
中
は
、
明
治
一
六
（
一
八
八

三
）
年
五
月
に
「
七
崎
輪
中
水
利
土
功

会
」
が
結
成
さ
れ
た
時
点
で
成
立
し
て

い
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
掛
廻
堤
に

よ
っ
て
区
域
を
囲
む
形
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
西
を
流
れ
る
根
尾

川
・
揖
斐
川
の
七
崎
か
ら
中
宮
ま
で
の

堤
防
を
輪
中
堤
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
輪
中
の
東
限
は
、
犀
川
と
す
る

資
料
も
あ
り
ま
す
が
、
輪
中
経
費
の
村

別
負
担
に
は
犀
川
東
岸
の
美
江
寺
ほ
か

三
ケ
村
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
七
崎
輪
中
は
、
根
尾
川
・
揖
斐

川
の
堤
防
を
守
る
だ
け
の
水
防
組
織
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

七
崎
輪
中
は
、
木
曽
川
上
流
改
修
工

事
で
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。
唐
栗
・

東
座
倉
付
近
の
根
尾
川
の
屈
曲
部
が
改

修
さ
れ
、
揖
斐
川
が
大
き
く
湾
曲
し
て

い
た
呂
久
で
は
直
線
的
な
新
河
道
を
開

削
し
、
呂
久
は
揖
斐
川
右
岸
と
な
り
ま

し
た
。
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古
代
の
水
制
と
そ
の
成
り
立
ち

歴
史
記
録

一
．
は
じ
め
に

明
治
改
修
以
降
、
ケ
レ
ッ
プ
水
制
や

杭
出
し
水
制
が
木
曽
川
下
流
部
に
多
数

設
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
水
制
は
豊
か
な
河

川
景
観
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

御
囲
堤
の
堤
外
地
で
あ
っ
た
扶
桑
町
草

井
や
対
岸
の
各
務
原
市
前ま
え

渡ど

西
町
の
各

周
辺
で
は
、
江
戸
時
代
に
構
築
さ
れ
た

猿
尾
が
残
存
し
て
お
り
、
先
人
の
川
と

の
戦
い
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。本

シ
リ
ー
ズ
で
は
、
木
曽
三
川
下
流

域
で
の
ケ
レ
ッ
プ
・
杭
出
し
水
制
や
猿

尾
等
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
や
現
状
に
つ

い
て
触
れ
る
予
定
で
す
が
、
ま
ず
は
本

編
で
、
わ
が
国
の
堤
防
構
築
と
河
川
構

造
物
の
歴
史
を
概
観
し
ま
す
。

二
．
古
代
の
堤
防
建
造

古
く
中
国
で
は
、
盛
土
で
堤
等
を
築

く
際
、
土
の
中
に
木
の
枝
や
葉
を
混
入

さ
せ
て
盛
土
の
締
固
め
を
容
易
に
し
た

よ
う
で
あ
り
、
こ
の
敷し
き

葉ば

工
法
が
朝
鮮

半
島
を
経
て
わ
が
国
に
も
伝
わ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
敷
葉
工

法
は
敷
設
す
る
素
材
に
よ
っ
て
「
散
草

法
」
や
「
敷
粗
朶
工
法
」
と
呼
ば
れ
ま

す
が
、
そ
の
目
的
は
同
じ
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
以
下
に
は
敷
葉
工
法
と
記

し
て
い
ま
す
。

(

一)

安あ
ん

豊ほ
う

塘と
う

中
国
安あ
ん

徽き

省
し
ょ
う

の
安
豊
塘
（
灼
し
ゃ
く

陂ひ

）
の

建
設
は
春
秋
時
代
の
紀
元
前
五
九
八
か

ら
五
九
一
年
と
さ
れ
、
現
在
も
使
用
さ

れ
て
い
る
最
も
古
い
も
の
で
あ
り
、
現

在
の
堤
防
長
は
二
五
㎞
、
湖
水
面
積
三

四
平
方
㎞
、
貯
水
量
一
億
立
法
ｍ
、
灌

漑
面
積
一
四
万
ha
で
す
。

安
豊
塘
の
堤
は
、
後
漢
時
代
七
〇
年

前
後
の
修
築
の
際
、
盛
土
の
過
程
で
樹

木
の
葉
や
小
枝
（
粗そ

朶だ

）
を
水
平
位
に

敷
き
詰
め
た
敷
葉
工
法
に
よ
っ
て
造
ら

れ
ま
し
た
。

な
お
、
紀
元
前
三
六
〇
か
ら
二
五
〇

年
に
築
造
さ
れ
た
都と

江こ
う

堰え
ん

（
四
川
省
都

江
市
）
築
造
に
際
し
て
、
蛇
篭
と
聖
牛

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
二
）
碧
ピ
ョ
ッ

骨コ
ル

堤チ
ェ

全チ
ョ

羅ル

北ラ
プ

道ク
ト

の
東ト
ン

津ジ
ン

江ガ
ン

域
に
位
置
す
る

碧
骨
堤
が
四
世
紀
前
半
（
三
三
〇
年
）

百く

済だ
ら

で
造
ら
れ
た
韓
国
最
大
の
古
代
貯

水
池
で
あ
り
、
現
地
に
は
、
南
北
約
三

㎞
の
堤
が
残
っ
て
い
ま
す
。

堤
防
の
最
下
層
は
敷
葉
層
で
あ
り
、

草
本
類
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
敷

葉
層
は
堤
防
に
盛
土
を
施
す
前
の
最
初

の
工
程
で
し
た
。
草
本
類
の
最
大
厚
さ

約
一
五
㎝
の
敷
葉
層
が
、
道
具
を
利
用

し
て
押
し
固
め
ら
れ
た
痕
跡
が
観
察
さ

れ
ま
す
。

（
三
）
わ
が
国
で
の
敷
葉
工
法

盛
土
に
草
本
を
敷
設
す
る
事
例
は
、

弥
生
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

金か
な

盛も
り

弥
わ
た
る

ら
は
、
盛
土
補
強
工
法
と
し

て
の
敷
葉
工
法
の
効
果
に
つ
い
て
、
透

水
試
験
で
敷
葉
に
よ
っ
て
砂
程
度
の
排

水
能
力
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
確
認

し
、
圧
密
促
進
効
果
に
関
す
る
実
験

で
、
圧
密
荷
重
が
作
用
し
た
極
め
て
初

期
の
段
階
で
の
敷
葉
に
よ
る
排
水
効
果

を
認
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
際
の

法
面
観
察
に
よ
っ
て
、
敷
葉
の
存
在
が

雨
水
に
よ
る
ガ
リ
浸
食
を
抑
制
し
て
い

る
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

盛
土
補
強
工
法
の
敷

葉
工
法
は
現
代
の

「
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ

ル
（
繊
維
シ
ー
ト
）

工
法
」
や
「
フ
ィ
ル

タ
ー
ド
レ
ー
ン
工

法
」
で
あ
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

六
六
四
年
に
築
造

さ
れ
た
大
宰
府
の
防

衛
土
塁
・
水み
ず

城き

跡
は

敷
葉
工
法
で
築
か
れ

て
お
り
、
土
塁
は
基

底
部
幅
八
〇
ｍ
、
高

さ
約
一
〇
ｍ

程
度

で
、
博
多
湾
側
に
幅

六
〇
ｍ
、
深
さ
四
ｍ

の
堀
を
造
り
、
水
を

貯
え
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

土
塁
は
、
下か

成せ
い

土
塁
と
上
じ
ょ
う

成せ
い

土
塁
の

二
層
か
ら
成
り
、
下
成
土
塁
の
下
層
に

は
軟
弱
地
盤
を
補
強
す
る
た
め
に
敷
葉

工
法
で
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

5

第一編

流水を制御
する水制
流水を制御
する水制

水城断面図（『特別史跡水城跡』より）

都江堰の蛇籠と聖牛

（『信玄堤』より）
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三
．
草
本
を
用
い
た
川
の
構
造
物

（
一
）
稲
作
と
井
堰

稲
作
の
証
拠
（
イ
ネ
科
植
物
の
葉
な

ど
の
細
胞
成
分
）
は
、
縄
文
時
代
前
期

の
地
層
か
ら
も
出
土
し
て
お
り
、
弥
生

時
代
に
は
、
中
国
大
陸
の
揚
子
江
流
域

お
よ
び
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来
し
た
水
田

稲
作
農
耕
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

稲
作
に
は
灌
漑
用
水
が
不
可
欠
で
あ

り
、
弥
生
時
代
の
水
田
遺
跡
か
ら
は
、

木
材
で
造
ら
れ
た
貯
水
用
や
用
水
路
・

流
路
等
の
流
向
を
変
え
る
井い

堰せ
き

が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

（
二
）
畿
内
の
開
発

大
阪
府
域
の
弥
生
時
代
前
後
の
遺
跡

は
、
当
時
の
河か
わ

内ち

湖
沿
岸
、
北
か
ら
の

旧
淀
川
・
南
か
ら
の
旧
大
和
川
流
域
に

集
中
し
て
お
り
、
河
川
が
運
ん
だ
肥
沃

な
土
と
豊
か
な
水
を
背
景
に
、
早
く
か

ら
稲
作
文
化
が
定
着
し
ま
し
た
。

以
下
に
、
草
本
を
用
い
て
築
造
さ
れ

た
大
坂
周
辺
で
出
土
し
た
堤
防
の
概
略

に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。

①
久
き
ゅ
う

宝ほ
う

寺じ

北
遺
跡
の
堤
防

八
尾
市
久
宝
寺
北
遺
跡
で
出
土
し
た

低
水
路
護
岸
は
、
五
世
紀
中
頃
か
ら
六

世
紀
ま
で
に
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

自
然
砂
の
岸
を
削
り
出
し
た
堤
防
法

面
は
木
組
み
で
押
え
、
草
本
を
敷
き
、

粘
土
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
堤
防
天
端
と
法
面
の
骨
組
を

粘
土
・
シ
ル
ト
で
被
覆
し
て
、
こ
の
上

に
草
を
敷
き
、
さ
ら
に
河
川
の
浸
食
に

よ
る
骨
組
内
部
の
土
砂
の
流
失
を
防
止

す
る
た
め
に
補
助
杭
を
打
ち
込
み
、
背

面
に
も
杭
を
打
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
が

観
察
さ
れ
ま
し
た
。

②
亀か
め

井い

遺
跡
の
堤

八
尾
市
の
亀
井
遺
跡
の
堤
は
、
五
世

紀
末
か
ら
六
世
紀
初
め
に
河
内
湖
か
ら

の
逆
流
水
を
防
ぐ
た
め
に
造
ら
れ
ま
し

た
。
堤
防
敷
約
一
〇
ｍ
、
天
端
幅
約
六

ｍ
、
高
さ
約
二
ｍ
の
こ
の
堤
は
、
堤
の

表
と
裏
の
両
端
に
杭
を
打
ち
、
基
底
部

に
草
本
・
樹
皮
を
敷
設
し
た
敷
葉
工
法

で
、
粘
土
を
築
堤
材
料
と
し
て
い
ま
し

た
。③

狭さ

山や
ま

池
の
北
堤

狭
山
市
の
狭
山
池
は
、
古
事
記
、
日

本
書
紀
に
も
登
場
す
る
わ
が
国
最
古
の

溜
池
で
、
狭
山
池
の
北
堤
は
六
一
六
年

頃
に
築
造
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。狭

山
池
は
、
枝
葉
層
を
利
用
し
て
盛

土
の
余
分
な
水
を
排
水
し
、
盛
土
の
圧

密
を
早
め
て
お
り
、
こ
の
様
な
排
水
補

強
を
促
進
す
る
敷
葉
工
法
は
、
狭
山
池

が
最
初
で
し
た
。

④
五ご

反た
ん

島じ
ま

遺
跡
の
堤
防

平
安
時
代
に
構
築
さ
れ
鎌
倉
時
代
ま

で
機
能
し
た
吹
田
市
の
五
反
島
遺
跡
の

堤
防
は
、
長
さ
約
五
四
ｍ
、
天
端
幅

一
・
六
か
ら
二
・
四
ｍ
、
堤
防
敷
九
・

〇
か
ら
一
二
・
二
ｍ
で
し
た
。

こ
の
堤
防
は
、
河
床
勾
配
や
流
量
が

大
き
く
異
な
る
二
河
川
の
合
流
点
で
の

土
砂
堆
積
と
合
流
点
で
の
出
水
時
の
背

水
現
象
を
排
除
す
る
た
め
、
合
流
点
を

下
流
に
移
動
さ
せ
る
背
割
堤
の
機
能
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。

堤
防
構
造
は
、
合
流
地
点
の
砂
層
を

主
と
す
る
自
然
堆
積
を
利
用
し
て
両
側

の
法
面
に
杭
、
横
木
な
ど
を
配
し
、
そ

の
間
に
小
材
や
小
枝
等
を
組
み
込
む
と

共
に
、
一
部
で
上
面
を
樹
や
小
枝
な
ど

が
混
入
し
た
粘
土
や
シ
ル
ト
層
で
覆
っ

て
い
ま
し
た
。

（
三
）
古
代
の
水
制

治
水
や
灌
漑
工
事
で
は
、
護
岸
工
事

と
水
制
工
事
が
連
携
し
て
行
わ
れ
、
護

岸
工
事
の
遺
構
と
共
に
水
制
遺
構
も
出

土
し
て
い
ま
す
。

自
然
河
川
に
設
置
さ
れ
た
井
堰
が
、

水
制
の
機
能
を
も
た
ら
し
た
例
を
以
下

に
挙
げ
て
み
ま
す
。

①
古こ

照で
ら

遺
跡
の
井
堰

愛
媛
県
松
山
市
西
郊
に
あ
る
古
墳
時

代
の
四
か
ら
五
世
紀
頃
に
造
ら
れ
た
古

照
遺
跡
か
ら
、
幅
一
三
ｍ
（
堰
材
五
〇

〇
本
以
上
）、
二
四
ｍ
（
堰
材
ほ
ぼ
千

本
）、
八
ｍ
の
三
基
の
用
水
確
保
の
た

め
の
井
堰
と
取
水
口
の
遺
構
が
出
土
し

ま
し
た
。

そ
の
構
造
は
、
杭
を
斜
め
に
打
ち
込

ん
で
横
木
を
こ
の
列
上
に
置
い
た
後
、

横
木
を
固
定
す
る
た
め
に
再
び
杭
を
斜

め
や
垂
直
に
打
ち
込
み
、
合
掌
形
式
と

し
て
い
ま
し
た
。
木
組
み
の
数
ヶ
所
は

藤
ヅ
ル
で
縛
り
、
隙
間
に
は
粘
土
や
礫

な
ど
を
詰
め
、
草
な
ど
の
編
物
（
蓆
）

で
押
さ
え
て
堰
き
止
め
、
水
位
を
上
昇

さ
せ
る
機
能
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
井
堰
前
面
を
編
物
（
蓆
）
状

の
も
の
で
流
れ
を
遮
断
し
て
取
水
路
に

導
流
す
る
手
法
は
、
例
え
ば
昭
和
年
代

に
も
、
坂
井
市
丸
岡
町
の
九
頭
竜
川
の

旧
鳴な
る

鹿か

大
堰
の
越え
っ

中
ち
ゅ
う

三さ
ん

叉さ

で
使
用
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

②
岩い
わ

屋や

遺
跡

兵
庫
県
伊
丹
市
の
岩
屋
遺
跡
で
、
弥

生
時
代
前
期
の
蛇
行
す
る
自
然
河
川
跡

6

左：古照遺跡の井堰の横断実測図（『古照遺跡』より）

右：越中三叉（背後に廃線になった京福永平寺線の鳴鹿鉄橋、建設中の旧鳴鹿堰堤）（鳴鹿堰堤土地改良区連合蔵）

敷葉工法(草色)による

狭山池北堤断面図

（『狭山池の誕生をさぐる』より)

久宝寺北遺跡の低水路護岸

（『古代と現代の治水』より）
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と
そ
の
護
岸
施
設
や
、
井
堰
三
基
と
用

水
路
な
ど
の
灌
漑
施
設
が
出
土
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
三
基
の
内
、
堰
一
は
長
さ

六
・
〇
ｍ
、
最
大
幅
三
・
〇
ｍ
で
、
上

流
か
ら
の
流
れ
を
、
用
水
路
（
長
一
〇

〇
ｍ
、
幅
二
〇
ｍ
、
断
面
Ｖ
字
形
）
の

方
向
に
変
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
堰

の
前
面
に
は
蓆
む
し
ろ

状
の
敷
物
や
草
本
を
何

枚
も
貼
り
付
け
て
い
ま
し
た
。

（
四
）
粗
朶
に
よ
る
河
川
工
法
の
事
例

河
川
工
法
に
用
い
る
天
然
材
料
は
、

七
世
紀
に
草
本
か
ら
粗
朶
に
代
わ
っ
て

い
く
よ
う
で
す
。

①
津つ

寺で
ら

遺
跡

七
世
紀
に
粗
朶
が
河
川
工
法
の
定
番

に
な
っ
た
例
と
し
て
岡
山
市
北
区
の
津

寺
遺
跡
の
堤
防
を
挙
げ
ま
す
。
飛
鳥
時

代
に
造
ら
れ
た
護
岸
施
設
は
、
足あ
し

守も
り

川

の
旧
流
路
に
沿
っ
て
杭
列
や
盛
土
施
設

（
長
さ
六
二
・
四
ｍ
、
高
さ
一
・
八
ｍ
）

で
、
現
代
の
低
水
路
護
岸
で
し
た
。

護
岸
法
面
は
、
草
本
と
樹
皮
を
何
層

に
も
わ
た
り
張
り
付
け
、
護
岸
の
中
心

に
は
何
千
本
も
杭
を
打
ち
込
み
、
護
岸

背
後
の
越
流
に
よ
る
洗
掘
部
は
、
粗
朶

を
何
層
に
も
敷
設
し
て
い
ま
し
た
。

②
米よ
ね

田だ

遺
跡

岡
山
市
百
ひ
ゃ
っ

間け
ん

川が
わ

の
米
田
遺
跡
で
は
、

平
安
時
代
後
半
期
の
堤
防
が
出
土
し
ま

し
た
。

堤
防
は
長
さ
約
四
〇
ｍ
、
敷
幅
約
六

ｍ
、
高
さ
約
一
・
二
ｍ
で
、
七
か
ら
八

列
の
列
を
な
し
た
直
径
八
㎝
前
後
の
縦

杭
の
間
を
縫
う
よ
う
に
直
径
三
㎝
前
後

の
横
木
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
横
杭
を
Ｓ

状
に
編
ん
だし

柵が
ら
みが
造
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
工
法
は
、「
河
川
伝
統
工
法
」
の

「
柵
工
」
と
同
じ
で
す
。

堤
防
盛
土
の
中
に
は
、
厚
さ
四
〇
㎝

に
一
二
枚
の
草
本
類
の
層
が
確
認
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
草
本
類
は
そ
れ
ぞ
れ
縦

方
向
、
横
方
向
、
斜
め
方
向
と
向
き
を

違
え
、
ま
た
格
子
状
に
編
ん
だ
り
、
撚よ

り
紐
で
簾
す
だ
れ

状
に
編
ん
だ
編
物
（
蓆
状
）

も
あ
り
ま
し
た
。

③
関せ
き

津つ

遺
跡

大
津
市
関
津
町
の
関
津
遺
跡
で
、
瀬

田
川
に
臨
む
長
さ
約
二
一
ｍ
の
室
町
時

代
の
護
岸
施
設
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ

の
護
岸
は
、
主
に
杭
（
直
径
一
〇
㎝
、

長
さ
一
ｍ
前
後
）
と
横
木
（
最
大
径
約

五
〇
㎝
の
松
、
長
さ
約
六
・
三
ｍ
と
四

ｍ
）
で
基
礎
を
造
り
、
直
径
二
か
ら
三

㎝
以
下
の
小
枝
を
一
〇
㎝
程
度
の
厚
さ

に
敷
き
詰
め
た
敷
葉
工
法
で
傾
斜
面
を

保
護
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
杭
列

の
川
側
に
一
ｍ×

〇
・
五
ｍ
程
の
岩
石

を
一
か
ら
二
段
並
べ
て
、
杭
列
と
横
木

を
砂
礫
で
覆
い
、
表
面
に
は
こ
ぶ
し
大

の
石
を
並
べ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

杭
と
横
木
と
岩
石
は
根
固
め
工
、
法
面

の
粗
朶
と
砂
礫
は
法
覆
い
工
で
し
た
。

こ
の
他
、
東
海
近
辺
の
遺
跡
と
し

て
、
例
え
ば
、
①
岐
阜
県
可
児
市
の
弥

生
時
代
末
か
ら
古
墳
時
代
初
め
の
柿
田

遺
跡
で
、
杭
や
横
木
を
芯
に
草
本
を
敷

設
し
な
が
ら
盛
土
を
行
い
、
表
面
か
ら

草
本
や
杭
を
留
め
る
た
め
の
小
杭
を
打

ち
込
ん
だ
護
岸
施
設
や
堤
防
、
堰
、
②

東
赤
坂
駅
か
ら
北
東
約
一
㎞
の
、
平
安

時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
の
北き
た

方が
た

京
き
ょ
う

水み
ず

遺
跡
か
ら
敷
葉
工
法
に
よ
る
二
基
の

堰
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

四
．
お
わ
り
に

中
国
や
韓
国
で
の
土
構
造
物
に
用
い

ら
れ
た
敷
葉
工
法
が
、
わ
が
国
の
土
塁

や
堤
防
な
ど
の
構
築
に
用
い
ら
れ
た
経

緯
を
概
観
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
稲
作

が
伝
わ
る
に
つ
れ
、
灌
漑
水
路
へ
の
取

水
用
の
井
堰
が
「
水
制
の
働
き
」
を
期

待
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。本

編
の
内
容
は
、
今
後
さ
ら
な
る
調

査
と
検
討
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、

稲
作
が
伝
わ
っ
た
弥
生
時
代
頃
か
ら
、

人
々
が
川
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
こ

と
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

■
参
考
文
献

古
代
築
堤
に
お
け
る
「
敷
葉
工
法
」

工
楽
善
通

　奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立

四
〇
周
年
記
念
論
文
集

　平
成
七
年

古
代
と
現
代
の
治
水

小
山
田
宏
一

　河
川
文
化(

そ
の
三
五)

日
本
河
川
協
会

　二〇
一
一
年

狭
山
池
ダ
ム
・
古
代
の
堤
体
が
語
る
土
木
技
術
史

に
つ
い
て

金
盛
弥
、
古
澤
裕
、
木
村
昌
弘
、
西
園
恵
次
、

土
木
史
研
究

　第一
五
号

　
一
九
九
五
年

発
掘
さ
れ
た
河
川
と
池
の
堤
防

畑
大
介

　治
水
・
利
水
遺
跡
を
考
え
る

第
七
回
東
日
本
埋
蔵
文
化
材
研
究
会

　第二
分
冊

一
九
九
八
年

東
ア
ジ
ア
の
中
の
狭
山
池 

小
山
田
宏
一

狭
山
池
の
誕
生
を
さ
ぐ
る大

阪
狭
山
市
教
育
委
員
会

吹
田
市
五
反
島
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

　遺
構
編

吹
田
市
教
育
委
員
会

　二〇
〇
二
年

7

米田遺跡の堤防内部構造（『連載第12回　平安時代の堤防

調査日誌』岡山県古代吉備文化財センター　物部茂樹）

関津遺跡の護岸工の図

（『港の護岸施設を検出』より）

津寺遺跡の護岸木組み（『連載第12回

平安時代の堤防調査日誌』より)

岩屋遺跡の井堰と用水路の模式図

（現地説明会資料、兵庫県教育　

委員会埋蔵文化財調査事務所）



故
郷
を
愛
し
た
漢
詩
人

　服
部
擔
風

は
じ
め
に

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
に
わ
た
っ

て
日
本
の
漢
詩
壇
に
多
大
な
功
績
を
残
し

た
服
部
擔た
ん

風ぷ
う

（
一
八
六
七―

一
九
六
四
）

は
、
九
六
年
の
生
涯
を
故
郷
弥
富
で
過
ご

し
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
地
元
に
佩は
い

蘭ら
ん

吟
社
、
清
心
吟
社
な
ど

の
漢
詩
の
結
社
を
起
こ
し
、
自
ら
漢
詩
文

の
講
義
や
添
削
指
導
を
精
力
的
に
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、

弥
富
市
近
隣
の
多
く
の
家
庭
に
そ
の
書
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

擔
風
の
漢
詩
は
森
春
し
ゅ
ん

涛と
う

・
槐か
い

南な
ん

の
影
響

を
受
け
、
情
韻
と
も
に
す
ぐ

れ
た
詩
風
は
春
涛
に
最
も
近

い
と
賞
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

清
朝
詩
の
研
究
で
も
知
ら

れ
、
繊
細
で
巧
み
な
技
巧
や

表
現
に
、
新
鮮
な
感
覚
を
取

り
入
れ
た
詩
風
は
、
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
特
に
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
刊
行
し
た
『
擔
風
詩
集
』

（
全
七
巻
）
で
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
、

漢
詩
人
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
生
涯
で
指
導
し
た
結
社

は
全
国
四
〇
社
以
上
に
及
ぶ
な
ど
、
わ
が

国
の
漢
詩
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

擔
風
と
い
う
人

擔
風
は
、
幕
末
の
慶
応
三
（
一
八
六

七
）
年
、
鯏
う
ぐ
い

浦う
ら

村
（
弥
富
市
鯏
浦
町
）
の

服
部
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

学
校
教
育
を
受
け
た
の
は
明
治
八
（
一
八

七
五
）
年
か
ら
濯た
く

習
し
ゅ
う

学
校
で
の
四
年
間
だ

け
で
し
た
が
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
七
歳
上
の

兄
と
と
も
に
自
宅
で
教
育
を
受
け
、
特
に

月
に
数
回
、
父
が
自
宅
に
招
い
て
講
義
を

受
け
た
森
村
大
朴
に
は
大
き
な
影
響
を
受

け
た
よ
う
で
す
。
青
年
期
ま
で
に
漢
学
、

詩
学
、
国
文
学
な
ど
幅
広
い
学
問
を
修
養

し
ま
し
た
。
二
〇
歳
の
こ
ろ
、
末
松
謙け
ん

澄
ち
ょ
う

に
東
京
で
官
吏
に
就
く
よ
う
勧
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
辞
退
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
弥
富
市
総
合
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
前
の
詩
碑
に
、

臺
閣
功
名
画
餅
如

操
持
幸
未
負
當
初

白
鴎
春
水
忘
機
久

我
亦
蘇
江
一
老
漁

台
閣
の
功
名
画
餅
の
如
し

操
持
幸
い
に
未
だ
当
初
に
負
か
ず

白
鴎
春
水
忘
機
久
し

我
も
ま
た
蘇
江
の
一
老
漁

（
大
意

　国
政
に
参
与
し
て
名
声
を
上

げ
る
こ
と
は
私
の
人
生
に
は
何
の
価
値
も

な
い
。
功
名
を
求
め
ぬ
生
き
方
を
決
め
て

か
ら
こ
こ
ま
で
、
自
分
を
裏
切
る
こ
と
な

く
こ
ら
れ
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
う
。
春
の

水
に
浮
か
ぶ
白
い
カ
モ
メ
た
ち
と
の
長
い

付
き
あ
い
。
私
は
や
は
り
木
曽
川
べ
り
に

住
む
年
老
い
た
漁
夫
の
よ
う
に
あ
る
の
が

こ
の
身
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
昭
和
三
九
（
一
九
六

四
）
年
に
亡
く
な
る
ま
で
の
九
六
年
間
を

弥
富
で
過
ご
し
、
常
に
詩
作
に
励
ん
だ
こ

と
か
ら
、
残
さ
れ
た
詩
は
膨
大
な
数
に
及

ん
で
い
ま
す
。

擔
風
は
、
本
名
を「
粂く
め

之の

丞
じ
ょ
う

」と
い
い
、

名
は
「
轍て
つ

」、
字
は
「
子
雲
」
を
名
乗
っ

て
い
ま
し
た
。
号
は
「
擔
風
」
の
ほ
か

「
酔
芙
蓉
軒
」「
藍
亭
」「
蘇
塘
」「
秋
し
ゅ
う

鵑け
ん

」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
藍
亭
」
は
明
治
三

五
（
一
九
〇
二
）
年
に
建
て
ら
れ
た
擔
風

の
書
斎
の
名
で
も
あ
り
ま
す
。『
踏
青
夜

弥
富
市
教
育
委
員
会

　生
涯
学
習
課

　
　
　

 

　
　

歴
史
民
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話
』
に
よ
る
と
、
中
国
の
王お
う

義ぎ

之し

の
「
蘭

亭
」
を
模
し
た
も
の
で
、
自
宅
か
ら
西
に

見
え
る
鈴
鹿
の
山
々
の
景
色
を
、「
西
山

は
清
暁
の
如
く
し
て
霏ひ

藍ら
ん

翕
き
ゅ
う

黛た
い

の
中

　時

に
爽
気
あ
り
」
と
い
う
謝
眺
の
詩
を
評
し

た
「
竹
林
詩
評
」
の
一
節
と
重
ね
合
わ
せ

「
藍
」
の
文
字
を
と
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
藍
亭
を

訪
れ
た
王お
う

治ち

本ほ
ん

も
藍
亭
か
ら
の
景
色
が
気

に
入
り
「
藍
亭
記
」
を
記
し
た
と
い
い
ま

す
。詩

人
と
し
て
の
擔
風

擔
風
は
、
と
り
わ
け
木
曽
三
川
や
鈴

鹿
、
養
老
の
山
々
の
風
景
を
好
み
、
こ
の

地
域
の
風
物
や
身
近
な
情
景
を
巧
み
な
表

現
で
漢
詩
に
残
し
て
い
ま
す
。
擔
風
が
愛

し
た
故
郷
の
風
景
を
詠
ん
だ
詩
を
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。

三
間
茅
屋
控
平
田

宿
雨
放
晴
山
翠
鮮

得
看
分
秧
前
後
景

一
年
一
度
水
如
天

三
間
の
茅ぼ

う

屋お
く

は
平
田
を
控
え

宿
雨
晴
を
放
ち
て
山
翠
鮮
や
か
な
り

看
る
を
得
た
り
分ぶ

ん

秧え
い

前
後
の
景

一
年
一
度
水
天
の
如
し

（
大
意

　三
間
ほ
ど
の
狭
い
茅
葺
き
の

書
斎
は
、
広
々
と
し
た
田
を
控
え
て
い

る
。
長
雨
に
洗
わ
れ
て
き
れ
い
に
晴
れ
た

空
の
向
こ
う
に
養
老
の
山
々
の
翠
が
鮮
や

か
で
あ
る
。
今
年
も
田
植
え
前
後
の
よ
い

景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
田
に
満
ち

た
水
が
天
を
映
す
の
は
一
年
に
一
度
だ
け

で
あ
る
。）

擔
風
の
書
斎
「
藍
亭
」
か
ら
の
田
植
え

の
こ
ろ
の
景
色
を
詠
ん
だ
詩
で
、
晩
年
の

昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の
作
で
す
。

狭
い
書
斎
と
一
面
に
広
が
る
水
田
と
の
対

比
や
、
西
の
山
々
の
景
色
を
鮮
や
か
に
表

現
し
て
い
ま
す
。

老
柳
残
荷
又
夕
陽

水
邨
繞
屋
稲
花
香

客
来
皆
道
秋
光
好

訌
識
衰
翁
怯
峭
涼

老
柳
残
荷
ま
た
夕
陽

水す
い

邨そ
ん

屋
を
繞め

ぐ

っ
て
稲
花
香

か
ん
ば

し

客
来
っ
て
皆
い
う
秋
光
好
し
と

な
ん
ぞ
識し

ら
ん
や
衰
翁
が
峭

し
ょ
う

涼
り
ょ
う

を
怯

お
そ
る

る

を（
大
意

　柳
や
蓮
の
葉
が
枯
れ
る
秋
の

夕
陽
、
屋
敷
を
め
ぐ
る
水
郷
に
稲
の
香
り

が
す
る
。
客
は
み
な
秋
の
風
景
は
好
ま
し

い
と
い
う
が
、
衰
え
て
い
く
私
が
秋
の
物

寂
し
さ
に
お
び
え
て
い
る
の
を
知
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。）

秋
の
物
寂
し
い
水
郷
の
風
景
に
自
身
の

心
情
を
織
り
交
ぜ
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

擔
風
の
詩
に
は
「
稲
花
香
」
の
語
句
が
た

び
た
び
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
如
錦
綺
遠
雲
霞

照
映
長
江
橋
路
斜

誰
識
我
郷
新
楽
事

清
明
春
市
祭
桜
花

近
く
は
錦
綺
の
ご
と
く
、
遠
き
は
雲
霞

長
江
に
照
り
映
え
て
橋
路
は
斜
め
な
り

誰
か
我
が
郷
の
新
た
な
る
楽
事
を
識
ら

ん
や

清
明
の
春
の
市
に
桜
花
を
祭
る

（
大
意

　近
く
は
錦
の
あ
や
の
よ
う
に

見
え
、
遠
く
は
雲
か
霞
の
よ
う
に
見
え

る
。
一
帯
の
桜
は
木
曽
川
の
水
に
姿
を
写

し
照
り
映
え
て
い
る
。
尾
張
大
橋
に
通
じ

る
道
が
桜
の
中
を
斜
め
に
走
っ
て
い
る
。

故
郷
の
新
し
い
楽
し
み
と
な
っ
た
清
明
の

こ
ろ
に
行
わ
れ
る
桜
祭
り
に
春
の
市
が

立
っ
て
い
る
。）

こ
の
詩
は
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年

作
の
「
弥
富
雑
詩
」
と
題
さ
れ
た
故
郷
を

詠
ん
だ
春
の
詩
の
一
つ
で
す
。
擔
風
の
長

孫
で
あ
る
服
部
靖
（
承
風
）
氏
は
著
書

『
藍
亭
詩
意
』
の
中
で
、
桜
祭
り
と
い
う

通
俗
的
な
題
材
を
詩
に
で
き
る
の
は
擔
風

の
技
巧
の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
故

郷
に
常
に
愛
情
の
眼
を
注
い
で
い
る
か
ら

だ
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

吟
侶
尋
春
赤
渚
頭

桃
青
碑
古
水
悠
悠

他
年
阮
屐
能
餘
幾

毎
喫
白
魚
思
俊
遊

吟
侶
と
春
を
尋
ぬ

　赤
渚
の
頭

ほ
と
り

桃
青
の
碑
古
く

　水
悠
々

他
年
阮げ

ん

屐げ
き

能
く
余
り
幾
ば
く
ぞ

白
魚
を
喫
す
る
毎
に
俊
遊
を
思
う

（
大
意

　漢
詩
の
仲
間
と
春
を
尋
ね
て

揖
斐
川
河
口
の
水
辺
に
や
っ
て
き
た
。
芭

蕉
の
白
魚
の
句
碑
は
古
く
、
水
は
悠
々
と

流
れ
て
い
る
。
長
い
年
月
が
経
っ
て
も
、

消
え
る
こ
と
の
な
い
芭
蕉
の
す
ぐ
れ
た
功

績
に
、
白
魚
を
食
べ
る
た
び
に
思
い
を
馳

せ
る
の
で
あ
る
。）

こ
の
詩
は
揖
斐
川
河
口
の
桑
名
市
地
蔵

堂
で
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
三
月
二
九

日
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
こ
こ
に
は
松
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七言絶句

再建された芭蕉句碑



尾
芭
蕉
の
俳
句
「
明
ぼ
の
や

　し
ろ
魚
白

き
事
一
寸
」
の
碑
が
あ
り
ま
し
た
。
句
碑

は
伊
勢
湾
台
風
で
流
失
し
、
現
在
の
碑
は

再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
白
魚
は
桑
名
の

春
の
風
物
で
す
。

楼
臺
涵
影
水
拖
藍

絃
策
寂
寥
春
漸
酣

物
候
不
関
征
戦
事

鶯
花
依
舊
大
江
南

楼
台
影
を
涵ひ

た

し
て
水
藍あ

い

を
ひ
く

絃げ
ん

策さ
く

寂せ
き

寥
り
ょ
う

春
漸

よ
う
や

くた

酣け
な
わな

り

物
候
は
関
せ
ず
征
戦
の
事

鶯
花
旧
に
依
る
大
江
の
南

（
大
意

　藍
色
の
水
面
に
楼
台
が
影
を

映
し
て
い
る
。
琴
や
三
味
線
の
音
も
な
く

寂
し
い
が
春
は
真
っ
盛
り
で
あ
る
。
季
節

は
戦
時
に
は
ま
っ
た
く
関
係
な
く
、
鶯
が

鳴
き
、
花
が
咲
く
昔
の
ま
ま
の
木
曽
三
川

の
南
の
風
景
で
あ
る
。）

戦
時
中
の
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
、

桑
名
で
毎
月
開
催
さ
れ
た
「
詩
国
吟
社
」

の
例
会
で
作
詩
さ
れ
、「
桑
名
途
上
」
と

題
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
尾
張
大
橋
、
伊

勢
大
橋
は
開
通
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
そ

ら
く
鉄
道
で
弥
富
か
ら
桑
名
に
通
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
途
上
の
情
景
で
す
。

丹
雘
祠
堂
尚
儼
然

祭
儀
壮
麗
世
喧
伝

涼
如
水
夜
人
如
海

月
満
江
天
燈
満
船

丹た
ん

雘か
く

の
祠
堂

　尚
儼げ

ん

然ぜ
ん

祭
儀
壮
麗
に
し
て

　世
に
喧け

ん

伝で
ん

す

涼

　水
の
如
き

　夜
は
人
海
の
如
し

月
は
江
天
に
満
ち

　灯
は
船
に
満
つ

（
大
意

　丹
塗
り
の
津
島
神
社
は
厳
か

で
、
祭
り
の
儀
式
は
壮
麗
で
世
に
知
れ
わ

た
っ
て
い
る
。
川
祭
り
は
涼
し
く
、
夜
は

人
が
海
の
よ
う
で
あ
る
。
天
王
川
の
上
に

は
月
が
満
ち
、
ま
き
わ
ら
船
に
は
た
く
さ

ん
の
灯
火
が
満
ち
て
い
る
。）

津
島
祭
の
宵
祭
を
詠
ん
だ
詩
で
大
正
一

三
（
一
九
二
四
）
年
の
作
で
す
。
絵
は
名

古
屋
の
日
本
画
家
小
野
寺
梅
丘
の
筆
に
よ

る
も
の
で
す
。
擔
風
は
、
画
家
と
の
交
流

も
多
く
、
こ
の
作
品
の
よ
う
に
賛
を
寄
せ

て
い
ま
す
。
自
身
も
水
墨
画
を
嗜
み
、
梅

や
蓮
、
菊
、
蘭
と
い
っ
た
自
画
賛
を
数
多

く
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
擔
風
は
漢
詩
だ
け
で
な
く
和
歌

に
も
長
け
て
い
ま
し
た
。

魚
の
名
の
う
ぐ
ひ
（
鯏
う
ぐ
い

）
の
さ
と
に
老

い
果
て
ん

う
き
世
の
波
に
う
き
し
づ
む
と
も

故
郷
の
地
名
「
鯏
浦
」
に
か
け
て「
う
」

の
母
音
を
繰
り
返
す
軽
妙
な
歌
で
す
が
、

晩
年
、
伊
勢
湾
台
風
に
遭
い
、
一
時
弥
富

を
離
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
擔
風
の
和
歌

に
は
故
郷
へ
の
思
い
が
強
く
現
れ
た
作
品

が
多
く
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

最
後
に
、『
藍
亭
詩
意
』（
前
出
）
の
中

で
祖
父
擔
風
と
故
郷
へ
の
思
い
に
つ
い
て

述
べ
た
承
風
氏
の
一
節
を
引
用
し
、
拙
稿

を
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
や
や
も
す
れ
ば
、
一
つ
の
村
に
特
有

の
美
し
さ
、
そ
の
町
だ
け
が
も
つ
味
わ
い
、

そ
ん
な
特
異
な
す
ば
ら
し
さ
を
わ
た
し
た

ち
は
見
失
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ど
こ

の
村
へ
い
っ
て
も
同
じ
よ
う
に
思
え
た
り

す
る
私
た
ち
の
日
常
性
に
慣
れ
す
ぎ
た
眼

は
、
す
で
に
故
里
の
美
し
さ
さ
え
、
は
っ

き
り
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ

と
し
た
ら
わ
た
し
た
ち
は
、
な
ん
と
貧
し

い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
豊

か
な
風
景
ひ
と
つ
、
豊
か
に
感
じ
ら
れ
な

い
悲
し
さ
、
翁
の
う
た
う
弥
富
の
詩
を
読

む
と
、
わ
た
し
は
、
と
た
ん
に
、
わ
た
し

の
ふ
る
さ
と
の
美
し
さ
に
、
い
ま
さ
ら
な

が
ら
ハ
ッ
と
す
る
と
同
時
に
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
貧
し
い
心
に
な
り
果
て
て

い
る
自
分
を
反
射
鏡
に
で
も
投
影
さ
れ
た

か
の
よ
う
に
、
鮮
明
に
感
知
す
る
。」

※

注
釈

森
春
濤

　　
一
宮
出
身
の
漢
詩
人
。「
新
文
詩
」、「
東
京

才
人
絶
句
」
を
刊
行
し
、
明
治
詩
壇
の
大

家
と
な
っ
た
。

森
槐
南

　　古
注
学
者
・
漢
詩
人
で
、
森
春
濤
の
子
。

宮
内
大
臣
秘
書
官
・
式
部
官
を
歴
任
し

た
。

王
治
本

　　中
国
清
朝
の
文
人
。
明
治
時
代
に
来
日
、

日
本
各
地
を
訪
れ
漢
詩
文
の
指
導
を
し
た
。

■
参
考
文
献

『
藍
亭
詩
意
』 

服
部
靖

　一
九
五
六
年

『
担
風
絶
句
選
解

　下
』 

冨
長
蝶
如

　現
代
漢
詩
人
選
書

　一
九
六
〇
年

『
踏
青
夜
話
』 

大
島
静
雄
編

　一
九
九
一
年

『
服
部
担
風
先
生
雑
記
』 

冨
長
蝶
如

　二
〇
〇
〇
年

『
や
と
み
文
学
散
歩
』 弥

富
文
学
研
究
会

　二
〇
〇
〇
年
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お
わ
ん
ふ
き
が
ま

　（
瑞
穂
市
重
里
）

む
か
し
は
、
五
六
川
の
そ
ば
に
は
、
た
く
さ
ん
の

が
ま
が
あ
り
ま
し
た
。
村
の
人
た
ち
は
、
そ
の
水

で
米
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
暮
ら
し
は
貧
し
い

も
の
で
し
た
。

村
は
ず
れ
に
住
む
老
夫
婦
も
、
お
祭
り
に
使
う

お
わ
ん
を
買
う
お
金
が
な
い
の
で
困
っ
て
い
ま
し

た
。お

じ
い
さ
ん
は
、
と
な
り
の
村
の
知
り
合

い
の
家
ま
で
、
お
わ
ん
を
借
り
に
行
き
ま
し

た
が
、そ
こ
に
も
貸
す
だ
け
の
お
わ
ん
は
揃
っ

て
い
ま
せ
ん
。

困
っ
た
お
じ
い
さ
ん
は
、
村
ざ
か
い
の
が
ま

の
ほ
と
り
で
座
り
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
は
水
に
写
っ
た
自
分
の
影
に
む
か
っ
て
、「
お
わ
ん
が
な
い

と
お
祭
り
が
で
き
ん
。
誰
か
お
わ
ん
を
貸
し
て
く
れ
れ
ば
助
か
る
の
だ
が
」

と
ひ
と
り
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

次
の
日
も
、
お
じ
い
さ
ん
は
あ
ち
こ
ち
の
知
り
合
い
の
家
を
頼
ん
で
ま
わ

り
ま
し
た
が
、
お
わ
ん
を
借
り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
困
っ
た
お

じ
い
さ
ん
は
、
途
方
に
く
れ
て
歩
い
て
い
る
う
ち
に
、
き
の
う
と
同
じ
が
ま

の
ほ
と
り
に
来
ま
し
た
。
そ
の
水
面
を
見
て
い
る
と
、
お
わ
ん
が
い
く
つ
も

浮
か
ん
で
流
れ
て
き
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
、
た
い
そ
う
喜
び
、
お
わ
ん

を
借
り
て
帰
り
ま
し
た
。

お
祭
り
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
お
じ
い
さ
ん
は
、
お
わ
ん
を
き
れ
い
に
洗
っ

て
、
お
礼
を
言
っ
て
が
ま
に
返
し
ま
し
た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
村
人
の
ひ
と

り
が
、
お
じ
い
さ
ん
に
な
ら
っ
て
、
が
ま
か
ら
お
わ
ん
を
借
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
返
す
と
き
に
い
く
つ
か
自
分
の
も
の
に
し
て
、
数
が
足
り
な
い
ま

ま
返
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
が
ま
に
行
っ
て
お
わ
ん
を
借
り
よ
う
と
し
て
も
、
お
わ
ん

は
出
て
こ
な
く
な
り
ま
し
た
。
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表紙写真

上
「小簾紅園」
文久元（1861）年、皇女和宮親子内親王が中山道
をご降嫁された際に、呂久の渡しを利用され和歌を詠
まれました。
このことを記念し、昭和４（1929）年に歌碑と呂
久の渡し跡を含め、公園として整備されました。

下
「揖斐川」
瑞穂市古橋と呂久間で揖斐川を渡る鷺田橋より下流
を望む。
この辺りの揖斐川は大きく湾曲していたため、木曽
川上流改修工事（大正改修）で新河道を開削したた
め、直線的な河道となっています。

歴史記録は、今号より４回に渡り、
木曽三川に造られた水制工の歴史的経
緯や役割について連載します。

なお、この資料は、創刊号からの全
てが木曽川下流河川事務所ホームペー
ジよりダウンロードできます。


